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パ
ズ
ル

正
解
発
表

全
国
港
湾
第
三
二
二（
新
年
）

号
に
掲
載
さ
れ
た
「
子
（
ね
ず

み
）
年
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」
に
多

数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

正
解
は
、「
ネ
ン
ガ
ジ
ョ
ウ
」

で
し
た
。

今
回
の
ク
イ
ズ
へ
の
応
募

は
、
十
五
名
で
し
た
。
抽
選
で

粗
品
を
お
送
り
す
る
こ
と
を
決

定
致
し
ま
し
た
。
商
品
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
貴
重
な
ご
感
想
・
ご
意
見

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
よ
り
よ
い
機
関
紙
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
年
が
明
け
た

と
思
っ
た
ら
、
は
や
二
月
下
旬

と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
に
は
、
よ
き
お
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

お
正
月
と
い
え
ば
、
皆
様
の

家
庭
で
も
お
正
月
飾
り（
松
門
、

し
め
縄
、
鏡
餅
等
）
を
お
供
え

し
て
、
元
日
（
一
月
一
日
）
に

は
、
年
神
様
を
お
迎
え
し
、
旧

年
を
無
事
に
終
え
ら
れ
た
事
と

新
年
を
迎
え
た
お
祝
い
事
を
行

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
正
月
休
み
は
、
行
政

機
関
が
昭
和
六
十
三
年
（
一
九

八
八
年
）
制
定
の
法
律
で
、
十

二
月
二
十
九
日
（
休
日
と
重
な

る
と
き
は
前
日
）
か
ら
一
月
三

日
ま
で
休
日
と
し
て
お
り
、
金

融
機
関
は
、
銀
行
法
施
行
令
、

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
年
）

政
令
で
十
二
月
三
十
一
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど

を
除
き
休
日
と
す
る
こ
と
が
多

く
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八

〇
年
）
代
ま
で
は
、
百
貨
店
・

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
小
売

店
で
も
三
が
日
は
休
業
し
て
い

ま
し
た
が
、
二
十
四
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
の
登
場
な
ど
の
生

活
様
式
の
変
化
に
よ
り
一
九
九

〇
年
（
平
成
二
年
）
以
降
は
、

二
日
か
ら
営
業
を
始
め
る
店
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
日
本
の
正
月
は
、

太
陽
暦
（
新
暦
）
の
「
新
正
月
」

で
す
が
、調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
太
陰
暦

（
旧
暦
）
の
「
旧
正
月
」
で
祝

う
国
が
、
中
国
、
香
港
、
台
湾
、

韓
国
、
北
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、

ブ
ル
ネ
イ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
十
ヶ

国
が
あ
り
、
日
本
国
内
で
は
沖

縄
や
奄
美
大
島
の
一
部
地
域
は

そ
の
よ
う
で
す
。
今
年
は
、
一

月
二
十
五
日
が
そ
れ
に
あ
た

り
、
特
に
中
華
圏
の
「
春
節
」

が
有
名
で
、
一
月
二
十
四
日
か

ら
一
月
三
十
日
の
七
日
間
の
大

型
連
休
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
中
国
国
内
で

は
二
月
二
日
ま
で
延
長
す
る
事

と
な
り
、
世
界
中
で
も
大
変
な

事
態
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い

質
な
も
の
で
「
ど
こ
吹
く
カ

ゼ
」
、
思
い
切
っ
て
横
浜
中
華

街
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
や
は
り
街
並
は
、
人
影
が

ま
ば
ら
で
閑
散
と
し
て
お
り
、

そ
の
影
響
が
出
て
い
る
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
、

お
い
し
い
料
理
を
ゆ
っ
く
り
と

堪
能
し
て
、ス
ナ
ッ
プ
写
真（
カ

ラ
ー
で
お
見
せ
で
き
な
い
の
が

残
念
）も
う
ま
く
撮
れ
ま
し
た
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
そ
う
で
す
が
、
二

〇
春
闘
が
チ
ョ
ッ
と
気
に
か
か

り
ま
す
。
「
カ
ゼ
が
吹
け
ば
桶

屋
が
儲
か
る
」
で
、
影
響
が
よ

い
方
向
に
向
い
て
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

二
年
後
の
二
〇
二
二
年
二
月

一
日
は
、
北
京
で
開
催
さ
れ
る

冬
季
オ
リ
・
パ
ラ
と
春
節
が
重

な
り
、
こ
の
頃
に
は
「
お
祭
り

ム
ー
ド
」
が
よ
り
一
層
高
ま
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
ね
〜
。

次
号
は
、
ウ
ン
コ
ネ
ン
タ
ル

ギ
ャ
ン
グ
＠
ア
ン
コ
ロ
ネ
シ
ア

片
柳
さ
ん
で
す
。乞
う
ご
期
待
。

前
々
回
（
十
九
年
十
一
月

号
）
と
前
回
（
十
九
年
十
二

月
号
）
で
は
、
第
3
章
・
第

7
条
「
職
域
・
業
域
及
び
就

労
」
の
本
文
が
誕
生
し
た
歴

史
的
経
緯
に
触
れ
、
こ
の
内

容
は
、
産
別
協
定
、
並
び
に

産
別
労
使
関
係
を
明
確
に
し

た
「
肝
」
の
部
分
に
当
た
る

と
強
調
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、

体
制
的
「
合
理
化
」
、
コ
ン

テ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
高
波

に
抗
し
て
「
事
前
協
議
の
基

礎
を
作
っ
た
」
Ｋ
Ｃ
Ｔ
闘
争

に
端
を
発
し
て
お
り
、
そ
の

今
日
的
意
義
を
し
っ
か
り
胸

に
刻
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

の
願
を
込
め
た
も
の
で
も
あ

り
ま
し
た
。
く
ど
い
よ
う
で

す
が
、
も
う
一
度
、
そ
の
本

文
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

第
3
章

雇
用
・
職
域

第
7
条

職
域
・
業
域
及
び

就
労

港
湾
を
通
過
す
る
す
べ
て
の

貨
物
の
荷
役
作
業
及
び
こ
れ

に
前
後
し
た
関
連
作
業
は
、

す
べ
て
港
湾
運
送
事
業
者
の

業
域
な
ら
び
に
港
湾
労
働
者

の
職
域
と
す
る
。

こ
の
規
定
に
続
い
て
、
8

条「
雇
用
の
安
定
と
拡
大
」、

9
条
「
事
前
協
議
制
度
」
と

続
き
ま
す
が
、
今
回
は
、
7

条
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
、
7
条
1
〜
5
項
と

し
て
、
労
使
の
努
力
す
べ
き

事
項
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
1
〜

3
項
を
紹
介
し
ま
す
。

7
条
1
項
：
港
湾
労
働
者

の
職
域
確
保
の
た
め
の
政
策

と
し
て
、
港
頭
地
区
に
貨
物

を
誘
致
す
る
た
め
の
必
要
な

措
置
に
つ
い
て
労
使
で
対
策

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
実

現
に
努
力
す
る
。

7
条
2
項
：
労
使
双
方

は
、
第
7
条
の
確
認
に
基
づ

き
港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
拡

大
の
た
め
中
央
及
び
地
区
で

努
力
す
る
も
の
と
す
る
。

7
条
3
項
：
「
港
頭
地
区

に
お
け
る
常
用
港
湾
労
働
者

の
就
労
は
法
令
に
基
づ
く
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
港
湾
倉

庫
機
能
の
多
様
化
に
伴
う
付

帯
作
業
・
関
連
作
業
に
つ
い

て
は
、
労
使
共
同
で
積
極
的

に
関
与
し
、
常
用
港
湾
労
働

者
の
就
労
機
会
の
増
加
に
努

め
る
。

以
上
の
三
項
目
は
、
7
条

の
本
則
「
港
湾
を
通
過
す
る

す
べ
て
の
…
」
を
、
よ
り
具

体
化
す
べ
く
労
使
が
ど
の
よ

う
に
努
力
す
る
か
を
規
定
し

た
も
の
と
言
え
ま
す
。
1
項

は
、
「
貨
物
を
誘
致
す
る
た

め
の
措
置
」
を
協
議
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
港
湾
政
策
の

議
論
で
、
「
創
貨
・
集
貨
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
文
字
通

り
港
湾
に
貨
物
を
持
っ
て
来

る
こ
と
を
労
使
が
話
し
合
お

う
と
い
う
規
定
で
す
。

数
年
来
に
わ
た
り
要
求
し

て
い
る
「
ゲ
ー
ト
業
務
を
職

域
化
す
る
こ
と
」
な
ど
は
、

こ
の
規
定
に
立
脚
し
た
も
の

で
す
。

2
項
は
「
雇
用
の
拡
大
の

た
め
の
労
使
の
努
力
」
を
明

文
化
し
て
い
ま
す
。
文
書
と

し
て
は
前
項
の
1
と
類
似
し

て
い
ま
す
が
、「
7
条
の
確
認

に
基
づ
く
」
と
し
て
産
別
協

定
上
の
論
拠
を
明
示
し
、「
中

央
及
び
地
区
の
努
力
」
と
す

る
こ
と
で
、
産
別
全
体
の
努

力
方
向
を
規
定
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
春
闘
で
「
雇

用
の
拡
大
」
を
要
求
す
る
の

も
、
こ
の
土
台
が
あ
る
か
ら

で
す
。
し
か
も
、
地
区
港
湾

で
も
、
倉
庫
建
設
な
ど
が
行

わ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
規
定

を
基
本
に
労
使
で
職
域
の
拡

大
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

3
項
は
、
二
つ
の
こ
と
を

規
定
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目

の
協
定
文
で
「
常
用
港
湾
労

働
者
の
就
労
は
法
令
に
基
づ

く
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。

至
極
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
背
景
に
は
、
脱
法
的
な

日
雇
い
就
労
や
違
法
な
外
国

人
就
労
が
目
立
つ
よ
う
な
事

態
が
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

「
法
令
順
守
」
を
確
認
し
あ

っ
た
と
い
う
性
格
で
す
。
昨

今
の
「
一
般
派
遣
労
働
者
」

が
就
労
し
て
い
る
と
い
う
事

態
に
も
、
こ
の
規
定
が
生
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
港
湾
倉
庫
に

つ
い
て
就
労
機
会
の
増
加
の

職
域
と
し
て
着
目
し
た
規
定

で
す
。
港
頭
地
域
に
は
多
く

の
物
流
倉
庫
が
立
ち
、
そ
こ

で
行
わ
れ
る
作
業
が
「
港
湾

運
送
行
為
」
な
の
か
、
そ
の

倉
庫
が
「
港
湾
労
働
法
上
の

港
湾
倉
庫
」
な
の
か
、
な
ら

ば
、
港
湾
労
働
者
の
職
域
と

し
て
、
港
湾
運
送
事
業
行
為

と
し
て
ど
の
よ
う
に
秩
序
を

維
持
す
る
か
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
地
区
に
お

け
る
「
協
定
・
法
令
順
守
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
で
も
重

要
な
視
点
で
す
。
違
法
・
脱

法
・
産
別
協
定
違
反
を
許
さ

ず
、
常
用
港
湾
労
働
者
中
心

の
秩
序
あ
る
港
湾
労
働
を
創

り
出
し
、
且
つ
、
雇
用
機
会

の
拡
大
へ
の
結
び
つ
け
る
重

要
な
意
味
を
持
つ
協
定
と
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
次
回
は
、
7
条
4

項
・
5
項
、
及
び
、
紙
面
が

許
せ
ば
8
条
（
雇
用
の
安
定

と
拡
大
）
の
解
説
で
す
。
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